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解説
無彩色のドットパターンと黒色のターゲットを高速で交互に提示すると，ターゲットが黄色く，プラズマのように発光して見える。これは，ベンハムのコマ（Benham’s disk）のようなフェヒナーの主観色（Fechner colors）の知覚に関連する現象と考えられる。ドットパターンとターゲットの点滅速度が遅いと黄色い発光が生じなくなることや，白色領域で青色が知覚されないことから，L/M錐体とS錐体の時間的な応答特性の違いが，この色知覚に関与している可能性がある。一方，ドットパターンが極端に細かい／荒い場合や，ターゲットとその周辺部で明暗の変化が小さい場合には色知覚が生じないなど，黄色い発光が見えるかはターゲット内外の空間的なコントラストにも依存する。このことから，本錯視の生起には，時間的な色誘導だけでなく，ターゲット内外における空間的な対比が重要であると考えられる。このような空間的対比には，二重反対色細胞（double-opponent cells）のような色対比に関わる神経機構が関与している可能性も考えられる。今後，空間パターンや輝度，時空間周波数などを系統的に操作し，本錯視が生じる条件とその生成機序を明らかにすることは，色覚のメカニズムの理解に繋がると期待される。
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